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い
わ
ゆ
る
「
公
用
車
談
合
」
の
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
�
�
年
�
月
�
�
日
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
国
土
交
通
省
が
発
注
す
る
公
用
車
の
車
両
管
理
業
務
に
つ
い
て
、
談
合

の
疑
い
を
認
定
し
、
独
占
禁
止
法
違
反
で
計
�
�
社
に
排
除
措
置
命
令
と
課
徴
金
納
付
命
令
等
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
国
土
交
通
省
は
、
本
年
�
月
�
�
日
、
該
当
企
業
で
あ
る
日
本
道
路
興
運
株
式
会
社
ほ
か
計
�
社
に
対
し
、

�
�
�
�
件
の
契
約
に
つ
い
て
約
	
�
億
円
の
損
害
賠
償
請
求
を
行
な
っ
た
と
発
表
し
た
。

上
記
に
関
し
、
以
下
、
質
問
す
る
。

�

損
害
賠
償
請
求
に
あ
た
り
、
「
損
害
額
（
元
本
）
」
が
「


�
億
	
�
�
�
万
�
�
�
�
円
」
と
算
定
さ
れ
て
い
る
が
、

仮
に
�
月
�
�
日
付
け
で
損
害
賠
償
額
を
払
う
な
ら
ば
、
延
滞
金
等
は
何
円
に
な
る
の
か
。

�

損
害
賠
償
請
求
に
お
い
て
は
損
害
の
発
生
が
認
定
さ
れ
た
日
か
ら
延
滞
金
が
発
生
す
る
の
が
判
例
で
あ
り
、
平
成
�
�
年

の
排
除
措
置
命
令
、
課
徴
金
納
付
命
令
等
か
ら
�
年
�
�
ヶ
月
が
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
間
、
損
害
賠
償
請
求
を
行
な
わ
な

い
事
で
、
延
滞
金
を
含
む
企
業
側
の
支
払
金
額
を
い
た
ず
ら
に
大
き
く
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
間
、
損
害
賠

償
請
求
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

�

独
占
禁
止
法
第
�
�
条
�
項
で
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
は
�
年
間
の
経
過
と
と
も
に
時
効
消
滅
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い

一



る
。
損
害
額
の
算
定
に
誤
り
が
あ
り
、
実
際
は
損
害
額
を
も
っ
と
大
き
く
算
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
事
が
分
か
っ
た
場
合
、
そ

の
差
額
の
請
求
権
は
時
効
消
滅
し
て
し
ま
う
の
か
。

�

損
害
額
の
算
定
は
、
平
成
�
�
年
�
月
�
�
日
の
い
わ
ゆ
る
「
水
門
談
合
事
件
」
の
損
害
賠
償
請
求
に
お
け
る
損
害
額
の

算
定
と
同
じ
算
定
方
式
を
用
い
た
も
の
か
。
違
う
な
ら
ば
、
ど
こ
が
違
う
の
か
、
ま
た
違
う
扱
い
を
し
た
理
由
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

�

「
水
門
談
合
事
件
」
の
損
害
賠
償
請
求
で
は
、
談
合
発
覚
前
と
談
合
発
覚
後
の
平
均
落
札
率
の
差
か
ら
損
害
額
を
算
定
し

て
い
る
。
同
じ
手
法
を
用
い
る
と
、
平
成
�
�
年
度
ま
で
の
国
交
省
の
公
用
車
車
両
管
理
業
務
の
発
注
額
は
年
間
�
�
�
億

円
か
ら
�
�
�
億
円
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
発
覚
以
前
（
�
�
	
�
％
）
と
発
覚
後
（
�
�
	
�
％
）
の
平
均

落
札
率
の
差
を
乗
じ
、
国
土
交
通
省
が
国
の
損
害
を
認
定
し
た
平
成
�


年
度
か
ら
�
�
年
度
の
�
年
度
分
の
損
害
額
を
単

純
計
算
す
る
と
、
約
�
�
�
億
円
も
の
損
害
額
と
な
る
。
こ
れ
と
比
し
て
今
回
の
損
害
賠
償
請
求
額
の
約
�
�
億
円
は
低
過

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
請
求
額
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

そ
も
そ
も
国
土
交
通
省
は
今
回
の
損
害
賠
償
請
求
額
の
個
別
の
算
定
表
を
公
表
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
。
今
後
、
「
予
算

執
行
の
情
報
開
示
充
実
に
関
す
る
指
針
」
（
平
成
�
�
年
�
月
�
�
日
内
閣
官
房
国
家
戦
略
室
）
に
基
づ
き
、
エ
ク
セ
ル
形

二



式
で
算
定
表
の
詳
細
を
公
表
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

�

地
方
整
備
局
等
が
損
害
額
を
算
定
す
る
に
あ
た
り
、
算
定
方
式
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
本
省
に
て
何
ら
か
の
基
本
的
考

え
方
に
基
づ
き
、
統
一
さ
れ
た
基
準
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
基
本
的
考
え
方
や
統
一
さ
れ
た
基
準
を
示

さ
れ
た
い
。

�

問
�
の
よ
う
に
本
来
、
賠
償
請
求
す
べ
き
額
と
今
回
の
賠
償
請
求
額
に
乖
離
が
あ
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
そ
の
も
の

が
請
求
権
が
時
効
消
滅
す
る
平
成
�
�
年
�
月
の
わ
ず
か
�
ヶ
月
前
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
仮
に
算
定
方
法
に
過
誤
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
請
求
権
の
消
滅
を
迎
え
て
し
ま
う
。
算
定
方
法
へ
の
異
議
を
表
面
化
さ
せ
な
い
た
め
、
意
図
的
に
損

害
賠
償
請
求
の
時
期
を
時
効
消
滅
直
前
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
が
、
見
解
如
何
。

�

国
土
交
通
省
は
、
平
成
	
�
年
�
月
	
�
日
の
「
入
札
契
約
適
正
化
の
徹
底
の
た
め
の
当
面
の
方
策
に
つ
い
て
」
の
一
環

と
し
て
、
談
合
等
の
不
正
行
為
を
行
っ
た
受
注
者
に
対
し
て
、
請
負
代
金
の
	


分
の
	
に
相
当
す
る
金
額
を
違
約
金
と
し

て
支
払
わ
せ
る
違
約
金
条
項
の
創
設
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
「
談
合
違
約
金
条
項
」
は
、
損
害
賠
償
請
求
の
対
象
と
な
っ

た
当
該
車
両
管
理
業
務
の
契
約
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

	


本
事
案
の
よ
う
な
車
両
管
理
業
務
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
政
府
調
達
協
定
の
対
象
か
対
象
外
か
。
対
象
外
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
理

三



由
を
付
記
さ
れ
た
い
。

��

本
年
�
月
�
�
日
の
「
車
両
管
理
業
務
談
合
事
案
に
お
け
る
入
札
談
合
等
関
与
行
為
に
よ
る
国
の
損
害
等
に
関
す
る
調
査

結
果
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
職
員
は
、
開
発
局
・
開
発
局
の
職
員
団
体
・
北
協
連
絡
車
管
理
株
式
会
社
の
三
者
会
合
に
お

い
て
、
指
名
競
争
入
札
を
導
入
す
る
た
め
の
「
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
「
業
者
指
名
の
考
え
方
」
を
教
示
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
政
府
調
達
協
定
の
第
�
�
条
で
「
業
者
指
名
」
が
、
第
�
�
条
で
「
入
札
の
日
数
」
が
、
厳
格
に
規
定
さ
れ

て
い
る
事
か
ら
、
こ
れ
ら
は
入
札
の
重
要
な
情
報
と
し
て
世
界
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
事
が
で
き
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
重
要
な
情
報
を
教
示
し
た
事
が
「
故
意
ま
た
は
重
過
失
」
に
あ
た
ら
ず
、
職
員
に
損
害
賠
償
責
任
は
な

い
、
と
し
て
い
る
の
は
、
正
当
な
判
断
と
言
え
る
の
か
。

��

「
水
門
談
合
事
件
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
国
の
損
害
は
、
談
合
が
受
注
業
者
の
ほ
か
入
札
参
加
者
、
世
話
役
事
業
者
、
職
員

等
に
よ
る
共
同
不
法
行
為
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
賠
償
責
任
者
間
の
責
任
割
合
を
算
定
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
事
か
ら
「
不
真

正
連
帯
債
務
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
損
害
賠
償
請
求
に
あ
た
っ
て
も
、
職
員
を
請
求
対
象
か
ら
外
す
の
で
は
な

く
、
共
同
不
法
行
為
と
し
て
「
不
真
正
連
帯
債
務
」
と
す
る
の
が
適
当
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

四


